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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月6日(2018.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　但し、上述した様な従来構造の第１例の場合には、次の様な問題を生じる可能性がある
。即ち、前記軸受キャップ８を構成する底板部１２を軸方向に貫通したホルダ挿入孔１６
に、前記ホルダ本体部１９を挿入する構成を採用している為、このホルダ挿通孔１６を通
じて、前記軸受キャップ８の内部（底板部１２の軸方向外側）の空間に、泥水等の異物が
侵入する可能性がある。又、前記ホルダ挿入孔１６だけでなく、前記ボルト挿通孔１７に
就いても、前記底板部１２を軸方向に貫通している為、前記センサホルダ１４を前記軸受
キャップ８に支持固定する以前の状態で、前記両孔１６、１７を通じて、この軸受キャッ
プ８の内部の空間に異物が侵入する可能性がある。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　又、前記底板部１２ｂは、全体を略円板状に構成されている。この様な底板部１２ｂの
うち、円周方向一部分｛使用状態で、図１～３に示す様に、上半部の前後方向（図３の左
右方向）中央部に位置する部分｝に、他の部分よりも軸方向厚さ寸法が大きくなった（軸
方向内側に向けて膨出した）筒状のコネクタ部３９が設けられている。このコネクタ部３
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９の外周面の軸方向から見た形状は、図３に示す様に、径方向（図３の上下方向）に伸長
する長円形状である。又、このコネクタ部３９の径方向内側には、このコネクタ部３９の
軸方向内側面側にのみ開口した有底のキャップ凹部４０が設けられている。このキャップ
凹部４０の内周面（前記コネクタ部３９の内周面）の軸方向から見た形状も、図３に示す
様に、径方向（図３の上下方向）に伸長する長円形状である。前記軸受キャップ８ｂを前
記外輪２の軸方向内端部に装着した状態で、前記キャップ凹部４０の上端部は、軸方向に
関して、前記エンコーダ１３ａ（エンコーダ本体２９）の被検出面の一部と対向する位置
に存在する。又、前記キャップ凹部４０の前後方向幅寸法は、前記センサホルダ１４ｂを
構成するホルダ本体部１９ｂの外径寸法よりも十分に大きくなっており、前記キャップ凹
部４０の上端部にこのホルダ本体部１９ｂを緩く挿入できる様になっている。又、このキ
ャップ凹部４０の内周面のうち、下端に位置する部分は、このキャップ凹部４０の開口部
（軸方向内側）に向かう程下方に向かう方向に傾斜した傾斜面部４１となっている。
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